


ビ
EKIBEN 

綱儀詈監督作品
AVの置印辛きる人圃にとっては真創なことかもしれないが
ー●社会の人にしてみれば．葬鸞に漕稽な事がある。 こ
ビ

AVの舞台裏。
鯛作のマニュアル作品じゃなく、人閏槽様を撞きたい。本当は一般作を撮りたいのに生活の為

にAVをやってる。きれい事では貪つていけないのだ。自分の夢と現実、そのギャップ（矛盾）こ
そが現実だ。

ぶ
"ma外の濁外の人遣9こ同けて。
・ 日本では法緯で性塁を見せてはいけない。モザイク、ポカシとしてブロック状のものでその性器

奮●したりする。逆に見えない事により、より想像力をかきたて、逆効果で日本のAVは異常発

●を遵けた。壼塁を見せてもいいという国はAVは滅んでしまっている。見せてはいけないと

言うことで員嘗な工夫をし、鋼えば、薄い下敷きや綱で性器を隠して見せたり、男性性器にガー畠

` 

ゼをかぷせてみたりなどありとあらゆる努力と苦労でここまできた。外国人には滑稽に写る。

構俊吾監督プロフィール
学生時代から8ミリ自主映画の制作を開始。高校卒業後．日活芸術学院に入学。在学中にテレピ・映画・ CF

など様々な現場を経験する。卒婁後、元日活の監督が経営する制作会社に契約社員として入社し、カラオケ
ピデオやアダルトピデオの制作を経験．その中で生フィルム時代に女優“田口ゆかり”などの現場を経験する。

その複、新宿の“伏見直樹”率いるホストクラブ「新宿ジゴロ」に入店する。そこでジゴロ道を身につける傍らモ
デルブロダクションを開き．女性違を次々にアダルト業界へ送り込む。
そして、アダルトビデオのフリー助監督となる。ある現場でプロデューサー兼監督が素人でその現場から逃If出

してしまった為．期せずして監督を経験し、監督デビューを果たす．当初卜’ラマを制作していたが捻々に企画物．
ドキュメンタリーに取り組み、やがて得意分野にしていく、中でもナンバ物のピデオをこ
の婁界で一書最初に制作する。その後、あるAVメーカーに引き抜かれ制作部長となる。

2年後に退社、会社を設立する．

梶俊吾監督代表作品
「日本最強の性欲者」 (Vシネマ） 「狼の日記」 (Vシネマ）
「ザ・近親相姦」 (Vシネマ） 「ショートホラーズ」 (Vシネマ）
「屋根裏部屋の愛人」 (CS放送作品）

「‘成人作品であるAVの世界を一般作として讐通の一般人に見せる”F\うコン4z
映画がこのほど完成し、業界内でチョットした話題になっている。」（稟京ズポーツ

..、~-··7 
「AV制作現場が映画に、卵の白身と牛乳で小道具を作る助監督も？」（日刊スポーツ）

「もともと映画志向の強いAVメーカーが、遂に劇場映画を作った。」（ビデオTHEワールド）

「AV業界の浮沈みも明瞳も知り尽くした梶監督の眼を通して‘‘飯の種’'はどうフィルムに

焼きつけられていくのだろう。」（ベストビデオ）
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